








　新生児の化膿性髄膜炎は,他の年令層のそれに見られない特長をもっている

ので,多くの小児科医の注目をひくところとなっている。その特長とは,1)大腸

菌その他の腸内細菌が原因菌となっている症例が多いこと。2)生命および精神

神経機能に対する予後が不良であること。3)未熱児では成熱児に対し,5 ない

し 10倍,頻度が高いこと。4)人工栄養児に多いこと,などが挙げられる。


